
　急に寒くなって短い秋がやってきましたね。秋は美味しいものがたくさんの季節ですが、食べ過ぎて体

重が増えやすいのもこの時期です。

　ということで、今月・来月は生活習慣病シリーズとして、「糖尿病」を取り上げたいと思います。

●生活習慣病について　「糖尿病」は「高血圧」「脂質異常症 ( 高脂血症 )」と並んで、３大生活習慣

病の１つです。生活習慣病の怖いところは、症状がほとんど出ないことです。糖尿病は、

喉の乾き・多飲（水分を多く摂る )・多尿・体重減少などの症状が出ることがありま

すが、そのような症状が出ているときは、非常に糖尿病が進行している証拠です。一

方で、生活習慣病によってじわじわと全身の血管が傷ついて固くなり ( 動脈硬化 )、心

臓自体の血管が詰まれば「心筋梗塞」、脳や首の血管が詰まれば「脳梗塞」となり、最

悪死に至ります。血管の病気のリスクを少しでも減らすため、予防や早期治療がとて

も重要となります。

●糖尿病とはどんな病気？　食事をすると血液中の糖分（血糖）が増え、膵臓から血糖を下げるホ

ルモン（インスリン）が分泌されることで、食後の血糖値が元に戻ります。しかし、何らかの原因で

インスリンが分泌されにくくなったり、肥満などでインスリンが働きにくい身体になることで、血糖

が下がらず高血糖状態になる病気が「糖尿病」です。糖尿病は動脈硬化の原因になる他に、大腸がん

などの「がん」や「認知症」の一因にもなります。こちらは意外と知られていませんね。また糖尿病

を放置したり、血糖値のコントロールが不良な状態が長年続くと、足の切断、失明、腎不全→人工透

析のような糖尿病特有の合併症を引き起こします。

● HbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）って何？　健診などで血糖値と一緒に書かれている

数値ですが、これ何だろう？と思われていた方も多いかもしれません。HbA1c は過去１〜２か月間の

血糖値の優秀さを表します。血糖値は食事内容や測定時刻により日々変動しますが、HbA1c は過去１～

２ヶ月の血糖値の良さを表しますので、血液検査が近いからと言って食事量を控えても、HbA1c は下げ

られません。HbA1c は６. ５％以上で糖尿病の診断になり、６. ０% を超えると糖尿病予備軍となります。

％が上がるほど、糖尿病の状態が悪いことを示しています。今後はぜひ HbA1c の数値にも注目下さい！

★ 次回は、「糖尿病の予防・治療」を中心に特集します ★
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だ　よ

所長　髙石 恵一
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糖尿病について①　～放っておくと危険です！～

中札内村立診療所
公式 HP

★ 当院の診療体制 ★

月 火 水 木 金

午　前
受付時間（8：45～11：30）
診療時間（9：00～12：00）

髙石 恵一 髙石 恵一
髙石 恵一

髙石 恵一
髙石 恵一

佐土根 朗 更別 医師 佐土根 朗

午　後
受付時間（14：15～16：00）
診療時間（14：30～16：30）

髙石 恵一 髙石 恵一 休診
（医師が恵津美ハイツ

回診などで不在）

山田 康介
（更別村診療所所長）

髙石 恵一
佐土根 朗 更別 医師

※2023年度は月・火・木の午前は医師２名体制です。

【マスク着用について】
　現在マスクの着用は個人の判断が基本となっておりますが、診療所には新型コロナウイルス感染症によって重症化しやすい「高

齢者」や「基礎疾患を有する方」が数多く来院されます。現在新型コロナウイルスの感染者数が高止まりしているほか、イン

フルエンザの流行も見られお始めておりますので、来院される患者の皆様にはマスクの着用にご協力のほどよろしくお願いい

たします。
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